
プレスリリース 

  

令和８年１１月４日 

 

行政政策学類刑事政策ゼミが犯罪被害者遺族講演会場にてパネル展示を行います。
(11/7・とうほう・みんなの文化センター） 

 

行政政策学類刑事政策ゼミ（担当教員：高橋有紀）では、11月 7日にとうほう・みんなの文化セ

ンターで行われる「被害者に優しいふくしまの風運動 支援の輪を広げるつどい」の会場にて、ゼ

ミでの学習・活動に関するパネル展示を行います。 

11月は国の「犯罪被害者月間」であり、パネル展示を通して、犯罪被害者支援に対する社会の関

心や理解の向上に貢献したいと考えています。 

ぜひ当日の様子を取材していただければ幸いです。 

  

 「被害者に優しいふくしまの風運動」は、犯罪被害者支援の気運を県内にくまなく広げ、犯罪や

事故のない安全で安心な福島県を築くことを目的とした福島県独自の取組み（県作成のチラシよ

り）で、その一環として毎年「支援の輪を広げるつどい」として、犯罪被害者やその遺族、支援者

等による県民向けの講演会が開催されています。 

 刑事政策ゼミでは、日頃から犯罪の被害者、加害者のいずれもが立ち直れる地域社会の実現を目

指し、刑事司法や刑事政策に関する学習に取り組んでいます。また、担当教員（高橋）は福島県犯

罪被害者等支援施策推進会議の副委員長を務めており、同会議での議論や自身の研究等の経験か

ら、犯罪被害者支援に対する県民の理解や関心の向上、犯罪被害者への偏見や二次被害の防止の必

要性を強く感じてきました。そこで今年度のゼミ活動の一環として、犯罪被害者支援施策について

の文献学習や議論を行うとともに、ゼミ生が主体となって「支援の輪を広げるつどい」を周知する

活動に取組み、それらの成果をパネル展示の形で発表することにしました。 

 パネルは、「支援の輪を広げるつどい」の周知活動の記録」、「地域における犯罪被害者支援に求

められること」の 2つのテーマで作成し、「支援の輪を広げるつどい」の会場ロビーに展示します。

また、当日はゼミの学生も「支援の輪を広げるつどい」に参加し、講演を聴講します。 

 ぜひ当日の様子を取材していただき、犯罪被害者支援への理解や関心の大切さを報じていただけ

れば幸いです。（「支援の輪を広げるつどい」は事前申込制のため、パネル展示への来場を呼び掛け

る報道はお控えください。） 

 

＜日程等（チラシ別添）＞ 

 日程：11月 7日（土）13:30～15:15（受付 13時～） 

 場所：とうほう・みんなの文化センター 小ホール前ロビー 

参加者：福島大学行政政策学類刑事政策ゼミ 所属学生 21名  

※パネルは、受付開始後「支援の輪を広げるつどい」終了まで掲示しています。 

※パネルの撮影は差し支えありません。また、会場での学生及び教員への取材は対応いたします。 

 （お問い合わせ先） 

行政政策学類・准教授 高橋 有紀 

電 話：090-5033-9296 

メール：y-takahashi@ads.fukushima-u.ac.jp 






